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患者・医療人に選ばれる病院を目指して

2022年９月

　

今
年
４
月
よ
り
、
病
院
長
を
拝
命

し
ま
し
た
野
口
で
す
。

　

現
在
、
当
院
は
病
院
再
整
備
の
進

行
中
で
、
さ
ら
に
こ
こ
数
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
常
に
質
の
高
い
、

安
全
な
医
療
を
地
域
の
皆
様
に
提
供
す
る
こ
と
が
当
院
の

使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
院
の
理
念
で

あ
る
「
患
者
・
医
療
人
に
選
ば
れ
る
病
院
」
の
実
現
に
向

け
て
、
職
員
一
同
が
働
き
や
す
く
、
ま
た
、
活
気
あ
る
病

院
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
こ
れ
ま
で
の
病
院
長
は
じ
め
職
員
一
同
の
努

力
に
よ
り
健
全
な
病
院
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

W
ith

コ
ロ
ナ
・after

コ
ロ
ナ
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
医
師

の
働
き
方
改
革
も
導
入
さ
れ
ま
す
。
医
療
現
場
の
状
況
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
大
学
病
院
の
使

命
で
あ
る
〝
高
度
先
進
・
急
性
期
医
療
〞
を
止
め
る
こ
と

な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
良
好
な
病
院
運
営
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

 

病
院
長  

　
野
口
　
満

副
病
院
長 （
安
全
管
理 

・ 

中
期
計
画
担
当
）　
入
江
　
裕
之

　

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
で
安
全
管

理
・
中
期
計
画
担
当
副
病
院
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
安
全
管
理
は
患
者
さ

ん
と
医
療
者
を
守
る
大
切
な
部
門
で
す
。

事
故
の
な
い
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
職

員
の
教
育
や
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
中
期
計
画
は
今
年
度
か
ら
第
４
期
に
入
り
、
大

学
や
病
院
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
基
礎
と
な
り
ま

す
。
よ
り
安
全
な
医
療
の
提
供
、
そ
し
て
病
院
の
さ
ら
な

る
改
善
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
病
院
長
（
卒
後
臨
床
研
修
担
当
）　

安
西

　
慶
三

　

平
成
30
年
か
ら
４
年
間
担
当
し
て
い

ま
し
た
卒
後
臨
床
研
修
担
当
副
病
院
長

を
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
も
引
き
継

い
で
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
卒

後
臨
床
研
修
担
当
の
役
割
は
良
き
医
師
を
育
て
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
担
当
、
医
療
情
報
部
長
、
診
療

記
録
セ
ン
タ
ー
長
、
栄
養
治
療
部
長
も
兼
務
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
災
害
に
対
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
本
部
長
と
し
て
、
本
院
に
入
院
や
通
院
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
や
病
院
の
職
員
の
方
の
安
全
で
安
心
で
き
る
環

境
の
構
築
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

副
病
院
長
（
経
営
企
画
担
当
）（
再
整
備
担
当
）　
野
出

　
孝
一

　

こ
の
度
、
経
営
企
画
・
再
整
備
担
当

副
病
院
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
循
環
器

内
科
の
野
出
孝
一
で
す
。
長
年
に
渡
っ

た
再
整
備
も
外
来
改
修
を
残
す
だ
け
に

な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
皆
様
の
御
尽
力
で
現
状
の
病
院

経
営
は
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
良
好
で
す
が
、
今
後
は
更

な
る
健
全
経
営
へ
の
取
り
組
み
と
、
質
の
改
善
に
向
け
た

人
的
・
物
的
投
資
が
必
要
で
す
の
で
、
各
部
門
の
意
見
を

汲
み
上
げ
な
が
ら
執
行
部
で
議
論
し
て
参
り
ま
す
。
佐
賀

大
学
病
院
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献
す
る
所
存
で
す
の

で
、
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

副
病
院
長
（
医
療
業
務
担
当
）　
藤
満
　
幸
子

　

令
和
４
年
４
月
、
医
療
業
務
担
当
副

病
院
長
及
び
看
護
部
長
と
し
て
７
年
目

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
院

は
、
高
度
急
性
期
・
急
性
期
に
特
化
し

た
基
幹
病
院
と
し
て
、
そ
の
役
割
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
病
院
理
念
に
基
づ
き
役
割
を
果
た
す

た
め
に
、
病
院
業
務
の
改
善
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
通

し
て
業
務
効
率
化
・
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
と
身
近
に
接
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
に
も

精
通
し
た
看
護
職
の
視
点
を
活
か
し
、
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ「
患
者
さ
ん
・

利
用
者
」「
職
員
」「
組
織
・
経
営
」
に
と
っ
てw

in-w
in-

w
in

の
関
係
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力
・
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
致

し
ま
す
。

副
病
院
長（
働
き
方
改
革
・
業
務
改
善
担
当
） 

山
下

　
佳
雄

　

こ
の
度
、副
病
院
長
（
働
き
方
改
革
・

業
務
改
善
担
当
）
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
に
「
医
師
の
時
間
外
労

働
時
間
上
限
規
制
」
が
始
ま
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
当
院
も
対
策
を
講
じ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
業
務
の
実
態
調
査
、
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

か
ら
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
タ
ス
ク
シ
フ
ト
＆
シ
ェ
ア
が

必
須
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
院
内
全
職
種
の
方
々
の
協

力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
当
然
、
並
行
し
て
院
内
全
体

の
業
務
改
善
も
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
働
き
方
改

革
が
進
む
海
外
で
は
医
療
の
質
の
低
下
を
懸
念
す
る
論
文

も
散
見
さ
れ
て
お
り
、
本
政
策
を
有
意
義
に
成
就
さ
せ
る

に
は
幾
重
も
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
改
革
に
は
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
が

「
無
駄
を
減
ら
す
」
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
職
員
の
方
が
楽

し
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

病
院
長
、
副
病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

５
月
12
日
は
、
近
代
看
護
教
育
の
母
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
で
す
。
こ
の
日
に

因
ん
で
「
看
護
の
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
看
護

の
日
を
含
む
週
の
約
１
週
間
を
「
看
護
週
間
」
と
し
、

各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
院
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を

５
月
11
日
に
外
来
玄
関
フ
ロ
ア
で
開
催
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
は
、「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
功
績
」
と
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
自
宅
療
養
者
向
け
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
掲
示
し
、
ご
自
宅
で
活
用
さ
れ
る
よ

う
紙
石
鹸
や
口
腔
洗
浄
剤
と
と
も
に
、
２
０
０
名
程

の
外
来
患
者
さ
ん
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
、
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
看
護
の
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
い
の
ち
、

暮
ら
し
を
、
ま
も
る
人
。」
に
因
ん
で
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
係
る
当
院
看
護
職
の
県
外

応
援
派
遣
の
活
動
報
告
と

し
て
、
５
名
の
思
い
や
声

を
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
掲
示

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
を
願
う

と
と
も
に
、
よ
り
看
護
の

日
と
し
て
、
患
者
さ
ん
に

看
護
の
心
を
伝
え
る
機
会

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

●

垣
内 

俊
彦
（
小
児
科  

診
療
准
教
授
）

　

垣
内
診
療
准
教
授
を
中
心
と
し
た
研

究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
佐
賀
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、
佐
賀
病
院
、
唐
津
赤
十
字

病
院
、
佐
賀
県
医
療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
及
び
嬉
野
医

療
セ
ン
タ
ー
で
出
生
し
た
全
て
の
新
生
児
を
対
象
に
、

生
ま
れ
て
す
ぐ
に
Ｐ
Ｉ
Ｄ
（
原
発
性
免
疫
不
全
症
）

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
研
究
事
業
は
、
２

０
２
１
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
か

ら
の
公
費
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、

全
国
初
で
あ
り
、
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

取
り
組
み
が
佐
賀
県
だ
け
で
な
く
、
全
国
に
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
大
変
重
要
か
つ
先
進
的

取
り
組
み
で
あ
る
。

●

大
坪  

豊
和
（
先
進
不
整
脈
治
療
学
講
座  

助
教
）

　

頻
脈
性
不
整
脈
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
は
じ
め
と

す
る
不
整
脈
診
療
体
制
の
発
展
維
持
に

努
め
て
い
る
。
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
の
連
携
を
よ
り
強

化
す
る
た
め
に
勉
強
会
を
実
施
し
、
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
周
術
期
管
理
を
円
滑
か
つ
安
全
に
行
え
る
体
制

の
確
立
、
麻
酔
科
蘇
生
科
や
手
術
部
と
の
連
携
に
よ

り
、心
室
性
不
整
脈
（
重
症
）
な
ど
の
緊
急
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
え
る
体
制
を
確
立
し
た
。
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
熟
練
し
た
技
術
が
必
要
と
さ
れ

る
が
、
診
療
体
制
の
構
築
に
よ
り
、
附
属
病
院
の
不

整
脈
治
療
は
、
国
内
有
数
の
治
療
数
、
治
療
成
績
及

び
安
全
性
を
担
保
し
て
い
る
。

●
 

心
エ
コ
ー
室
（
秋
吉  

妙
美　

臨
床
検
査
技
師
、

以
下
９
名
）

　

２
０
１
２
年
ま
で
は
循
環
器
所
属
の
秋
吉
技
師
含

め
１

－

２
名
で
検
査
を
実
施
し
て
い
た
が
、
既
存
の

生
理
検
査
技
師
に
超
音
波
指
導
を
実

施
し
、
現
在
で
は
、
９
名
の
技
師
が

心
エ
コ
ー
検
査
に
従
事
し
て
い
る
。

心
エ
コ
ー
室
の
増
員
と
と
も
に
、
心

エ
コ
ー
予
約
枠
の
増
枠
、
当
日
外
来

枠
を
新
設
し
、
検
査
件
数
は
２
０
１

２
年
度
の
５
，
１
３
５
件
か
ら
２
０

１
９
年
度
に
は
１
０
，
０
８
８
件
と
約
２
倍
と
な
っ

た
。
検
査
内
容
も
右
心
機
能
の
評
価
や
早
期
に
心
機

能
の
低
下
を
把
握
で
き
る
ス
ト
レ
イ
ン
評
価
な
ど
、

最
新
の
技
術
も
実
施
し
て
い
る
。
一
番
の
功
績
は
、

循
環
器
所
属
と
検
査
部
所
属
の
超
音
波
技
師
がO

N
E 

TEAM

と
し
て
協
力
し
、
安
定
し
た
質
の
高
い
検
査

を
診
療
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

●

川
﨑  

美
紀
子
（
１
階
北
病
棟  

副
看
護
師
長
）

　

経
営
、
教
育
、
地
域
（
社
会
）
的
に
そ
れ
ぞ
れ
以

下
の
と
お
り
附
属
病
院
に
貢
献
し
て
お

り
、
今
後
、
更
な
る
活
躍
が
期
待
で
き

る
。

【
経
営
貢
献
】

　

・  

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー

ム
加
算
を
算
定

　

・  

２
０
２
０
年
か
ら
せ
ん
妄
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
ケ

ア
加
算
が
算
定
可
能
と
な
り
、
せ
ん
妄
ハ
イ
リ

ス
ク
患
者
ケ
ア
加
算
導
入
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
役
割
を
担
い
、
２
０
２
１

年
４
月
よ
り
算
定
を
開
始
し
た
。

【
教
育
的
貢
献
】

　

・  

２
０
１
９
年
よ
り
看
護
部
院
内
研
修
「
看
護
倫

理
」
の
講
師

　

・
各
部
署
せ
ん
妄
ケ
ア
学
習
会
講
師

　

・
看
護
学
科
３
年
次
非
常
勤
講
師

【
地
域
（
社
会
）
的
貢
献
】

　

・  

２
０
１
９
年
２
月
佐
賀
県
災
害
派
遣
精
神
医
療

チ
ー
ム
「
佐
賀
県
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
」
隊
員
の
認
定
を

取
得

看
護
の
日
に
つ
い
て

 

看
護
部

病
院
長
賞
の
ご
紹
介



　

Ｂ
型
肝
炎
や
Ｃ
形
肝
炎
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
、
非
ア

ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患
な
ど
で
肝
臓
の
炎
症
が
進
ん
で

い
く
と
肝
臓
に
「
線
維
化
」
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
最
終
形
は

肝
硬
変
で
あ
り
、
肝
硬
変
に
な
る
と
腹
水
や
黄
疸
、
肝
性
脳

症
な
ど
を
発
症
し
、
ま
た
、
肝
硬
変
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
肝

癌
の
発
症
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま
す
。
肝
臓
の
線
維
化
の
見
極

め
は
非
常
に
重
要
で
す
。
Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
技
術
を
用
い
た
最
新
の
肝
線
維
化
診
断
技
術
で
す
。

腹
部
表
面
か
ら
空
気
で
振
動
波
を
肝
臓
に
伝
え
ま
す
。
振
動

波
は
肝
臓
の
硬
さ
に
応
じ
て
異
な
る
速
度
で
伝
播
し
ま
す
の

で
、
こ
の
解
析
に
よ
っ
て
肝
臓
の
線
維
化
を
「
硬
さ
」
と
し

て
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
は
、
肝
生
検
の
よ
う
な
侵
襲
が
無
く
、
被
曝
も
あ

り
ま
せ
ん
。
検
査
時
間
は
15
分
程
度
で
、
結
果
は
数
値
化
さ

れ
、
客
観
的
な
評
価
が
可
能
で
す
。
県
内
で
は
佐
賀
大
学
医

学
部
附
属
病
院
だ
け
で
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

慢
性
肝
疾
患
患
者
さ
ん
、
特
に
過
去
に
ウ
イ
ル
ス
治
療
を
受

け
た
方
や
脂
肪
肝
の
進
行
が
疑
わ
れ
る
方
な
ど
が
非
常
に
良

い
適
応
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
【
肝
臓
な
ん
で
も
相
談
窓

口
０
９
５
２
―
３
４
―
３
７
３
１
（
祝
日
を
除
く
平
日
10
〜

16
時
）】
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
２
年
１
月
よ
り
、
安
全
で
効
果
的
、
か
つ
シ
ー
ム

レ
ス
な
手
術
・
薬
物
療
法
の
実
践
を
目
指
す
た
め
に
、「
術

前
中
止
薬
管
理W

eb

ア
プ
リ
」
を
院
外
の
方
々
へ
公
開
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
ア
プ
リ
は
、
手
術
等
の
侵
襲
的
医
療
行
為
の
際
に
抗
血

小
板
薬
や
抗
凝
固
薬
な
ど
の
中
止
・
継
続
を
判
断
し
、
適
切

な
休
薬
期
間
を
決
定
す
る
た
め
の
支
援
ツ
ー
ル
で
す
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
の
多
岐
に
わ
た
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て

「
簡
便
に
」術
前
中
止
薬
を
管
理
す
る
た
め
に
開
発
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
か
ら
院
内
限
定
で
利
用
を
開
始
し
、
有
効
性
や

安
全
性
を
検
証
し
つ
つ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に
合
わ
せ
て

情
報
を
更
新
し
て
き
ま
し
た
。

　

以
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

詳
細
な
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病

院
薬
剤
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
病
院
・
薬
局
の
方
へ
」
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
医
療
機
関
の
多
く
の
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、

よ
り
安
全
で
効
果
的
な
周
術
期
医
療
を
佐
賀
県
全
体
で
実
践

で
き
ま
す
よ
う
、
今
後
も
改
良
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
臓
血
管
外
科
で
は
、
大
き
く
心
臓
疾
患
と
大

血
管
を
含
む
血
管
疾
患
に
対
す
る
外
科
的
手
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
心
臓
手
術
で
は
、
主
に
虚
血

性
心
疾
患
に
対
す
る
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
、
弁
膜

症
に
対
す
る
弁
置
換
及
び
弁
形
成
術
に
加
え
て
不

整
脈
手
術
や
心
臓
腫
瘍
な
ど
の
手
術
も
手
掛
け
て

お
り
ま
す
。
血
管
疾
患
で
は
、
胸
部
、
腹
部
大
動

脈
瘤
や
大
動
脈
解
離
な
ど
の
大
動
脈
疾
患
に
対
す

る
手
術
を
中
心
に
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
や
急
性
動

脈
閉
塞
症
に
対
す
る
末
梢
動
脈
手
術
や
透
析
用
の

シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
シ
ャ
ン
ト
手
術
な

ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の
総
手

術
数
は
３
５
４
例
で
、
心
臓
・
大
血
管
手
術
は
２

３
３
例
で
、
過
去
最
高
数
で
し
た
。

　

心
臓
血
管
の
外
科
手
術
は
、
従
来
、
危
険
の
大

き
い
手
術
と
い
う
印
象
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
最
近
で
は
手
術
の
方
法
や
人
工
心
肺
な
ど

の
補
助
手
段
が
発
達
し
て
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
け
る
手
術
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨
今
で
は
、

心
臓
血
管
手
術
に
於
い
て
も
、
よ
り
低
侵
襲
の
治

療
を
行
う
こ
と
で
術
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
に
関

し
て
、
術
前
と
比
べ
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
に
重
点

を
置
く
流
れ
が
加
速
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
当
科
で
は
、
大
動
脈
瘤

に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
や
大
動
脈
弁

狭
窄
症
に
対
す
る
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
置

換
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
と
い
っ
た
血
管
内
治
療
や
通

常
開
心
術
で
も
肋
骨
や
胸
骨
を
切
ら
な
い
小
切
開

下
で
の
低
侵
襲
心
臓
手
術
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
を
導
入

し
治
療
成
績
も
安
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
、

年
齢
や
合
併
症
等
で
耐
術
能
に
不
安
が
あ
り
手
術

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
に
も
安

全
に
治
療
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
定
型
的
な
手
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

最
先
端
の
手
術
手
技
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
定

期
、
緊
急
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
心
臓
大
血
管
疾

患
に
対
し
て
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
応
じ
た
最
適

な
医
療
を
安
全
に
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
と
考
え

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
術
前
中
止
薬
管
理
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
」
の
院
外
利
用

開
始
に
つ
い
て

診
療
科
紹
介

心
臓
血
管
外
科

診
療
科
長

　

 
蒲
原
　
啓
司

院
長

　

 

力
武
　
一
久

連
携
病
院
紹
介

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
導
入
に
つ
い
て

 

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
長
　
高
橋
　
宏
和

 

薬
剤
部
長
　
島
ノ
江
　
千
里

令
和
４
年
度
消
費
者
支
援
功
労
者
表
彰

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞

　

本
院
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
阪
本
雄

一
郎
セ
ン
タ
ー
長
が
令
和
4
年
度
消
費
者
支
援

功
労
者
表
彰
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
に
至
っ
た

活
動
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
、
病
院
と
し
て
平
成
22
年
12
月
の
開
始

時
か
ら
現
在
ま
で
継
続
的
に
参
画
し
、
そ
の
間
、

事
故
情
報
の
収
集
・
提
供
の
責
任
者
と
し
て
尽

力
、
消
費
者
事
故
に
つ
い
て
治
療
を
し
な
が
ら

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
代
に
お

け
る
事
故
情
報
を
院
内
の
中
心
と
な
っ
て
提
供

し
、
消
費
者
へ
の
注
意
喚
起
等
に
多
大
な
貢
献

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
者
安
全
調
査
委
員

会
に
お
い
て
、
専
門
委
員
に
就
任
し
、
消
費
生

活
上
の
生
命
・
身
体
被
害
に
係
る
事
故
の
原
因

究
明
に
も
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

【
病
院
の
紹
介
】

　

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
12
年
に
嬉
野

海
軍
病
院
に
始
ま
り
、
終
戦
直
後
の
昭
和
20
年

12
月
に
国
立
嬉
野
病
院
へ
と
改
名
、
さ
ら
に
平

成
16
年
に
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
が
発

足
す
る
と
同
時
に
現
在
の
病
院
名
と
な
り
ま
し

た
。
病
床
は
３
９
９
床
。
地
域
医
療
支
援
病
院
、

第
２
種
感
染
症
指
定
病
院
、
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
、
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
地

域
災
害
拠
点
病
院
、
基
幹
型
臨
床
研
修
指
定
病

院
な
ど
を
有
す
る
佐
賀
県
南
部
医
療
圏
の
急
性

期
医
療
を
担
っ
て
い
る
病
院
で
す
。
令
和
元
年

６
月
に
新
病
院
が
完
成
し
、
本
年
９
月
に
開
業

予
定
の
西
九
州
新
幹
線
嬉
野
温
泉
駅
前
と
い
う

要
地
へ
移
転
し
ま
し
た
。
24
時
間
体
制
で
の
救

急
医
療
を
中
心
に
地
域
に
求
め
ら
れ
る
医
療
の

提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
本
院
と
の
連
携
の
状
況
】

　

患
者
さ
ん
の
紹
介
・
逆
紹
介
は
勿
論
で
す
が
、

多
数
の
診
療
科
で
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
医
の
半
数
以
上

は
、
佐
賀
大
学
出
身
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

研
修
医
も
佐
賀
に
縁
の
あ
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
３
年
目
か
ら
の
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総
合
診
療

部
の
ご
協
力
で
、
平
成
28
年
よ
り
地
域
総
合
診

療
セ
ン
タ
ー
嬉
野
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
多
種

多
様
な
疾
患
に
対

応
で
き
る
総
合
内

科
医
を
育
成
す
べ

く
、
定
期
的
に
指

導
に
赴
い
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ

の
場
を
借
り
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
の
支
援
な
し

で
は
、
病
院
運
営

は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
ご

協
力
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
　

 

セ
ン
タ
ー
長
　
阪
本
　
雄
一
郎

受
賞
者

▲術前中止薬管理Webアプリ(上)と
登録用バーコード(下)

▲振動波が肝臓に伝わる様子

▲肝硬変の肝臓
固い部分は波が早く伝わり赤く
表示される。〇肝臓の位置

▲正常の肝臓
殆どの部分が青く表示され
ている。〇肝臓の位置


